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学校法人滋慶学園 東京ウェディング・ホテル専門学校 

2024年度学校関係者評価委員会 結果報告書 

 

日時 2024年 5月 21日（火）10：00～12：00 第 1校舎 402教室 

 

●学校関係者評価委員 

【委員氏名】 

久保田 優希   卒業生代表 株式会社エスクリ 

橋本 みか  保護者代表 ウェディングプランナー科２年 在校生保護者 

森 章   高校関係者 拓殖大学紅陵高等学校 学校長 

沼倉 英里  近隣関係者 行船管理有限会社 

市原 浩司  業界代表  株式会社 ベスト-アニバーサリー マネージャー 

 

 

【学校側参加者】 

土田 雅彦  東京ウェディング・ホテル専門学校 学校長 

阿部 憲一朗  学校法人滋慶学園 食・ウェディング分野 副運営本部長 

山浦 雄矢 東京ウェディング・ホテル専門学校 事務局次長 

舘脇 康郎 東京ウェディング・ホテル専門学校 教務・キャリアセンター部長 

 

（学校関係者評価委員の評価および意見） 

点検・評価項目 

評価委員からの評価 

優れている…5｜適切…4｜努力課

題あり…3｜改善が必要…2｜全く

出来ていない…1 

評価委員よりの御意見 

1 教育理念 

目的・育成人材像 

5.0 教育理念がしっかりと定められていることにより、業界で活躍できる人材育成

に全力で取り組まれている。（橋本委員） 

2 学校運営 5.0 学校運営は中期長期の事業計画・運営方針を最高意思決定機関である法人

理事会そして評議委員会で決定承認されて、その後は事業の戦略会議をへて

法人運営会議・学校運営会議におろされ、さらに学校全大会議から学科・部署

の会議を経てグループ各委員会に伝えられる組織が出来上がっている。 

組織運営や意思決定の機能と効率は万全の体制と言えるから学校運営に関

しても高い評価が出来る。法人の意思が学校に伝わり全教職員が、同じ方向

に向かって進むことが学校教育の基礎だと思う。その基礎を基にして各組織

分掌が的確に機能していると感じる。 

同時に教職員の人事や賃金の処遇についても、的確な制度で運用されていま

すので、これが学校の活力に繋がっているものと評価できる。（森委員） 

3 教育活動 ５．０ 他校ではマネできない複雑なカリキュラムを実施しており、それまでに至る苦

労が理解できる。その結果、資格、免許取得率も高い水準ですばらしいと思

う。 



Z 世代向けの対応研修等、時代に応じた研修を実施していると思う。（市原委

員） 

4 学修成果 4.8 ‘どんな理由で‘離れてしまったのか、そういったことを同窓会などでヒアリング

をすると、在校生への指導の方法も何か変わるのではないかと思う。同窓会の

参加率を上げることも必要だと思う。（久保田委員） 

5 学生支援 4.6 グループ校全体の学生相談室はとても心強いです。 

物価上昇が続く大変な経済難の中で、学生の経済支援の中で、学生の経済支

援はとても大切だと考える。引き続き、公的奨学金の手続き各種支援制度の

設備は不可欠だと思う。（沼倉委員） 

6 教育環境 4.8 施設・設備は、清潔な環境でとてもよいと感じる。学外実習に重きを置き、子供

たちの成長にも繋がっていると感じる。（橋本医院） 

7 学生の募集と 

受け入れ 

4.6 専門学校を探す前に。まずは学生の皆さんに「結婚式」のことを知ってもらい

興味をもってもらうことが大切だと思う。（久保田委員） 

高校や中学校の文化祭・授業へ卒業生が中心となり出前授業を行ったりす

る。各種競技会・大会や催し物の会場でアピールする計画を期待する。（森委

員） 

8 財務 5.0 しっかりした事業計画定期的に確認していて健全な財務管理をしていると思

う。（市原委員） 

9 法令等の遵守 4.8 教職員や学生に対してはハラスメント防止のマニュアルを策定し、さらにコンプ

ライアンス委員会を設置して学校運営が適正かどうかをチェックする体制が整

備されていることは評価すべきだと思う。（森委員） 

10 社会貢献 4.２ 校舎で行うウェディングはとても素敵な社会貢献だと思う。（橋本委員） 

 

 

（学校関係者評価の活用について） 

本校のおよび教育システムについては、各評価委員から概ね高い評価を得ている。全学科 3 年制での運営については

業界関係委員や保護者からも好意的な意見を頂くことができた。 

健全な学校運営のためには、学生募集や教育成果が重要である。少子化で子供が減っている時代において、今までと

は違う方法での募集が必要になってくる。委員の方からのアドバイスを参考にウェディング（業界）の普及から行ってい

きたいと思う。 

 

 

（次回日程） 

２０2５年 5月中に実施 

 

 

 

以上 


